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Ｑ：３Ｄスキャナや３Ｄプリンタについて教

えてください。

Ａ：数年ほど前からテレビニュースなどで，３Ｄ

スキャナや３Ｄプリンタなどが盛んに取り上げら

れるようになりました。これらの機器は，今後の

ものづくりの手法を大きく変えていく画期的な機

器と考えられます。

ものを造るには，まず，造りたいものの設計図

やＣＡＤデータが必要になります。ところが３次

元ＣＡＤで最初からデータを作成するのは意外と

難しく，また，世の中には設計図が無く現物しか

無いといった部品・製

品も数多くあります。

そこで写真１のよう

な３Ｄスキャナを用い

て，現物の立体形状を

容易にデジタルデータ

として取り込む機器が

普及し始めてきていま

す。操作には若干の習

熟が必要ですが，今までデータ化できなかったも

のをＣＡＤ化できることから，現在多方面で普及

が進んでいます。機器の価格は，精度やスキャン

サイズによりますが，概ね十万円弱から数百万円

が主流となっています。

次に，形状データが

ＣＡＤに取り込まれた

ら，形状の変更修正を

行い，そしてそれを実

際の形にするために３

Ｄプリンタで出力しま

す。写真２は器を出力

している例ですが，特

にこのような商品は実

際に手で触ってみないと持った感覚が分かりにく

いので，このように３Ｄプリントする意義は非常

に大きいと思われます。機器の価格は，精度やプ

リントサイズ，造形する材料にもよりますが，概

ね数万円から数百万円が主流となっています。

当センターでは，このような機器や手法の啓発

普及を図るため「３Ｄプリンタ／スキャナ利活用

研究会」を開催しています。どうぞお気軽にお問

い合わせください。

（企画支援部）

写真１ ３Ｄスキャナ例

写真２ ３Ｄプリンタ例

Ｑ：人工知能やAIといった単語を目にします

がどういった技術でどんなことができるので

すか？

Ａ：現在，人工知能（= = )artificial･intelligence AI

という言葉に明確な定義はありません。そのため

一口に人工知能と言ってもその機能や使われてい

る技術は様々です。その中でも近年特に注目され

ている技術として「機械学習」が挙げられます。

機械学習はGoogleの画像検索や，プロの棋士に

勝利したことでも話題になった囲碁や将棋の対戦

プログラムなどにも利用されています。

機械学習では一定数のデータを入力することで

それらのデータから特徴や規則性などを学習し，

得られた知識をもとに新たに入力されたデータに

対して適当だと思われる判断を行います。このと

き学習のために入力するデータが多いほどより良

い学習ができ，新たに入力されたデータに対する

判断の信頼性も向上します。このことから，ビッ

グデータの活用において機械学習は大きな力を発

揮します。

機械学習（画像認識）の例

機械学習自体は1980年代頃から既に存在しま

したが，学習効率の限界から研究が下火になって

いました。そこに登場した「deep learning（深

層学習）」という手法によって学習効率が大きく

向上したことにより，人工知能の実用化レベルで

の運用が可能になり機械学習が再注目されること

になりました。

人工知能がより身近になり，IoTやビッグデー

タの活用が重要視される中，Googleなどの大企

業だけでなく中小企業などでもこれらの技術を利

用することで生産性の向上が期待できます。
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